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かえで支援学校からのお知らせです。
今年もあっという間に半年が過ぎました。４月から３ヶ月を経てどの子も新たな環境にすっかり慣

れた頃ですね。それと共に一人一人の見えてきた課題に取り組んでいる頃ではないでしょうか。

教材や言葉かけを工夫したり，教室掲示や机の配置など環境を整えたりすることで，子どもの様子

が大きく変化することがあります。いずれにしても子どもの行動の意味やその理由をしっかりと捉え

た上で，解決策を検討していくことが大切に思います。

さて，今年度もかえで支援学校では，校内で行われる研修会を公開したり，学校見学や授業体験の

機会を通したりして，地域の皆様のお役に立てる情報を提供していきたいと思っています。

そこで，今回のフレンズでは，今年度予定している公開研修会と６月９日（火）に行われた障害児

通所施設を対象にした学校説明会の様子についてお知らせします。

学校説明会学校説明会学校説明会学校説明会をおこないましたをおこないましたをおこないましたをおこないました。。。。
６月９日（火）に県内の障害児通園施設を対象にした学校説明会を行いました。

当日は１９名の保護者や施設職員の方々に参加していただきました。学校紹介の

ビデオや学校案内を通して，本校の概要を知っていただくと共に，小学部を中心

に本校の授業の様子も見学していただきました。人数も少なかったこともあり，

ゆっくりと校内を見ていただけたのではないかと思います。
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「個のニーズに応じたより良い教育課程の充実に向けて（仮）」

講師 進 一鷹 氏（熊本大学教育学部教授）

＊教職員，諸機関関係者対象です。

＊午後からの事例検討会の公開も検討中です。

＊詳細・お申し込みは，電話・メールにてお願いいたします。
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「教室で気になる子どもや障害のある子どもを持つ保護者へのかかわり方やその支援について」

講師 小林 倫代氏（国立特別支援教育総合研究所）

※詳しくは同封の研修会案内をご覧ください。



Information ①
平成２１年４月２２日付けで厚生労働省より注意欠陥多動性障害（ADHD）の小児用治療薬として，

「アトモキセチン塩酸塩」（製品名：ストラテラ）が承認されました。これは，「非中枢神経刺激薬」

とい薬剤で，従来のADHD治療薬とは異なる薬理作用のため，従来の薬物療法ができなかった患者（運

動性チック，トゥレット症候群など）においても治療機会を提供できることが期待されます。すでに

一昨年の１０月には，「塩酸メチルフェニデート」（製品名：コンサータ）が承認されています。治療

薬の選択が少しでも広がり良かったと思います。

Information ②
8888月月月月18181818日日日日（（（（火火火火）））），，，，２０２０２０２０日日日日（（（（木木木木）））），，，，２１２１２１２１日日日日（（（（金金金金））））にかえで合同学習会を行います。

2学期の指導に向けてのヒントが見つかるかもしれません。ぜひ，ご参加ください。

内容や申し込み方法など詳しいことにつきましては，前回のフレンズをご覧ください。

直接お問い合わせいただいても結構です。
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相談支援相談支援相談支援相談支援のののの中中中中からからからから 専門性と社会性って・・・

相談支援として，保護者や先生方とお話しする機会があります。その際に，特別支援学校で専門的な

教育を・・・地域の小中学校で社会性を養う・・・という言葉をよく聞いたりします。また，就学・進

学時の相談でもよく聞くように感じます。しかしながら，特別支援教育が行われている今，支援学校＝

専門性，普通学校＝社会性というステレオタイプの考え方をそろそろ改める時期に来ているのではない

か，とこの頃思うようになりました。

ご存じの通り，特別支援教育とは，「・・幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し，その持て

る力を高め，生活や学習上の困難を改善又は克服するため，適切な指導及び必要な支援を行うもの・・」

です。（文部科学省HPより抜粋：http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/main.htm）

つまり，それぞれの教育的ニーズに応じた適切な指導及び必要な支援を行うもので，そこに支援学校と

か，小中学校とかいった学ぶ場に差異はないということです。

１つの例として”個に応じた指導”という観点で考えてみましょう。個に応じたきめ細やかな指導を

行う上で，個別指導が行える環境は重要な要素と言えます。そこで，昨年度かえで支援学校の学区内の

特別支援学級（知的障害と自閉症・情緒障害のみ）の中で，学級数と在籍人数の同じ（つまり個別学習

が常時行える）特別支援学級の数をみてみると，全体の約２７％になります。一方，かえで支援学校の

場合教師一人あたり平均２．４人の児童生徒を指導していることになります。単純に考えれば，今や特

別支援学級の方が特別支援学校より個に応じた指導がしやすい環境になってきているということです。

となると，個別指導によってより個に応じた専門的な教育を小中学校で受けることもできますし，反面，

集団による授業も多い支援学校において社会性を身につけることもできるわけです。

近年本校中学部や高等部に入学してくる生徒の中に，社会性の乏しさを感じる生徒が増えてきました。

入学からしばらくの間，周囲の状況に関係なく自分の思いのまま過ごしている生徒が多く見受けられる

ようになりました。ところが１学期が進むにつれ，次第に集団の中で活動できるようになってきます。

このことは，支援学校で社会性が養われたというよい例なのかもしれません。

いずれにしても大切なことは，一人一人の子ども達のニーズに応じた適切な指導を行うことです。ど

の子どもでも専門的な教育を受けることで，それぞれの実態に応じた社会の中で生きていくことができ

る資質＝社会性が養われるよう，支援学校，小中学校の区別なく私たちは日々努力しなければならない

ように感じています。 （相談支援部 向山広一）


